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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
中米グアテマラの中西部高地に暮らすマヤ先住民女性にとって、機織りは大切な生活習慣である。マヤ
先住民女性の服装形態は、ウイピル（貫頭衣）・腰帯・巻きスカートである。この地には女性の手織り布か
ら作られた村独自の衣を装う人々が暮らす約 80 のマヤ村落がある。装いに出身村の違いが示される彼らの
衣文化は、20 数種の異なる言語が話すマヤ先住民が言語的不協和を乗り越え、共生していくための有益な
ストラテジーとして今日まで機能し続けてきた。そこでナワラ村の事例をもとに、女性用の衣ウイピルと
その紋様に着目しながら、マヤ先住民女性の織りと装いのメカニズムを通時的視点と共時的視点の双方か
ら検証した。 
（考古学的アプローチ） 
考古学的アプローチとして、国内外の学術機関で調査した写真資料と実物資料を使い、19 世紀末から
1990 年代初めまでのウイピルの形態的変化を調べた。 
そこで第一章ではナワラの概況と衣生活を俯瞰したのち、第二章では、写真資料の分析をおこなった。
1897 年撮影の写真と 1901 年撮影の写真、1977 年撮影の写真から、現代の女性たちの服装との共通点と差
異を明らかにした。 
第三・四章では、国内外の博物館が所蔵する計 52 点のウイピルを、①デザイン構成、②紋様、③寸法、
④素材（糸の種類と色）の四点から検証し、ウイピルの形態的変化を分析した。すべての資料は収集され
た時期や収蔵された年が明確なもののみを使用した。その結果、以下の四点が明らかとなった。①ナワラ
のウイピルは、紋様の違いによって四種類に分類される。それぞれのウイピルに基本の型があり、女性た
ちはその型に基づいて自分の着るウイピルを作っている。②紋様が社会的地位の指標である。③紋様には
複数のバリエーションがある。④紋様織りの色づかいにはルールがあり、そのルールに基づいて紋様織り
の色糸が選ばれている。 
以上を踏まえ、ウイピルの型とルールを共有し、同じ紋様を使い、基本の色使いでウイピルを織り、そ
れを装う女性たちが、ナワラという村の視覚的なイメージを作り上げていること、そしてそれは先祖から
の織りのわざと紋様の継承によって作られ、今日まで継承されてきたと結論づけた。 
（民族学的アプローチ） 
民族学的アプローチとして、約 20 年にわたり現地で断続的におこなってきたフィールド調査によって得
られた民族誌データをもとに、女性の衣文化を動態的に分析した。 
第五章では、ナワラでおこなわれている織物生産を男女別に比較し、女性が布を織る意味について考察
した。この村では男性が高機を使って村の経済を支える布を、女性が後帯機を使って文化を支える布を織
ってきたが、1995 年ころから女性の手織り布が観光経済という新たな経済システムの中で商品化され、男
女間の生産関係に変化が生じていること、女性が商業活動に進出する中で、女性のあいだに現金収入を目
的とする新しいネットワークが生まれていることを明らかにした。また、1994 年から約 20 年にわたる伝
統織物の意味変容の軌跡を明らかにした。現在は織りと装いに見られる性差が曖昧になってきていること、
コンピュータ制御の織機や紋様織りの可能な高機が作る安価な紋様入りのウイピルが登場してもなお、棒
の機での機織りとその織布から作られるウイピルは女性たちをつなぐ重要なコミュニケーション手段であ
り続けていると結論づけた。 
第六章ではマヤ女性が他者や異文化との邂逅の中で今日までどのように衣文化を育んできたかを、実物
資料から得た実証的データと民族誌資料とを融合させた複合的視点から考察した。その結果、異人や異文
化が伝統社会にもたらす新たな価値観や道徳観さらには他者そのものを、織布を彩る紋様としてデザイン
化し、自文化へと積極的に取り込むユニークな文化受容の実態が明らかとなった。またカトリック教会の
聖人像たちに村の衣を着せて、他者の権力シンボルを自文化の権力シンボルとしてその価値を変換させて
しまう文化的ストラテジーは、ナワラで誕生したという可能性を1770年にこの地を訪ねたCortes y Larraz
の記録をもとに指摘した。 
第七章では、マヤ伝統社会が、近現代社会との接合の中で生じた不協和や衝突を先祖伝来の織りと装い
のいとなみによってどのように凌駕してきたかを、ナワラとサンタ・カタリーナ村の領土をめぐる争いの
事例から考察し、織りと装いの文化が紡ぐ女性間のネットワークの実態を明らかにした。その中で女性間
の織りの類似性は、同じ村に住む女性のあいだで紋様の複製のために織布の貸し借りをおこなうことを推
奨する「コストゥンブレ」という言説が時代の変遷とともにその内容を変えながら女性のあいだに広がっ
てきたと指摘した。 
 以上の内容を踏まえ、全体の結論として、「ナワラの女性はマヤ文明起源の機織りによって、土地とのつ
ながり、先祖とのつながり、身近な人々とのつながりを衣によって表し、その衣を装い続けてきた。そし
て、女性・布・織機の三位一体は、グアテマラ高地に共生と調和の平和空間を生み出す文化装置である」
という見解にいたった。 
 
論文審査結果の要旨 
 
中米グアテマラ高地マヤ先住民女性の調査は、文化人類学的な研究を含めてもそれほど多くはない。
とりわけ、機織りを通した女性の生活習慣と衣文化を対象とした研究は皆無といってよい。 
本論文は、これまで系統的に調査研究がなされていなかったマヤ先住民の女性を対象として、現地
語を用いた貴重な調査を基盤として構築したものである。調査対象地をナワラ村として、20 年にも及
ぶ調査による事例をもとに、女性用の衣服であるウイピルに着目して、通時的・共時的視点の双方か
ら検証したものである。 
 
論文の構成は以下のようである。 
第1章から第４章までは、考古学の視点からの調査研究をまとめている。 
第１章では調査地であるナワラの概況と衣生活をまとめた。 
第２章では、1897 年、1901 年、1977 年の写真資料の分析をおこない、現代の女性たちの服装との
共通点と差異を明らかにした。 
第３章・４章では、国内外の博物館が所蔵する計 52 点のウイピルの遺品調査を行い、それを、①
デザイン構成、②紋様、③寸法、④素材（糸の種類と色）の四点から検証している。 
その結果、ナワラのウイピルは、紋様の違いによって四種類に分類されること、それらに基本的な
型があること、紋様が社会的地位の指標であり、複数のバリエーションがあること、色づかいにはル
ールがあり、そのルールに基づいて紋様織りの色糸が選ばれていること、を明らかにした。 
このように、詳細な考古学的な遺品と写真資料の調査によって、女性に固有の衣服であるウイピル
に村の営みとしての織りの技術の伝承と民族の文化の継承という役割があったことを解明している。 
第５章から第７章は、民族学的な視点から、20 年間にわたってナワラ村で行ってきたフィールドワ
ークにより得られた結果を女性の衣文化の動態的分析としてまとめた。 
第 5 章では、ナワラでおこなわれている織物生産を男女別に捉えることにより、男性は経済を支え
るための機織、女性は伝統の後帯機による文化の伝承としての布を織ってきたことを解明した。しか
し、女性の手織り布が観光経済の中で商品化されたという事実により、新たな女性の衣文化が生まれ
てきたことがわかった。しかし、伝統織物の意味はこのような社会の変化においてもなお存続してお
り、女性たちの手織りの布で作られるウイピルは彼女たちの重要なコミュニケーション手段であるこ
とが明らかとなった。 
第６章では実物資料、実証的データ、民族資料を融合させ、マヤ女性がどのように衣文化を育んで
きたかを考察した。その結果、マヤ女性は異文化を織布の紋様としてデザイン化し、自文化へと取り
込むという文化受容の実態が明らかとなった。宗教的な場面においても同様の現象がみられ、カトリ
ック教会の聖人像に伝統的な衣装を着せて祀るという習慣がナワラで誕生したという可能性を指摘し
た。 
第７章では、マヤ伝統社会の変容を、ナワラとサンタ・カタリーナ村の領土をめぐる争いの事例か
ら考察した。そこでは同じ村に住む女性のあいだで織布の貸し借りをおこなうことを推奨する「コス
トゥンブレ」という言説があることを指摘し、その結果、両村の争いが女性の共通の織紋様によって
解決した過程を明らかにした。 
以上の内容を踏まえ、ナワラの女性はマヤ文明起源の機織りによって、土地とのつながり、先祖と
のつながり、身近な人々とのつながりを衣によって表し、その衣を装い続けてきたとし、女性・布・
織機の三位一体は、グアテマラ高地に共生と調和の平和空間を生み出す文化装置という見解を生み出
している。 
 
以上の論文に対して、審査会では次のような結論となった。 
まず、第一に、20 年間にわたるフィールドワークの結果、マヤの女性たちの織と衣服に着目して、
文化的な視点からの研究を行ったことは評価できる。特に、従来の先行研究・調査では、遺品や現地
での実際の衣服を収集するだけにとどまっていたが、今回の研究ではそれらの国内･国外の資料をほぼ
検証して多面的に分類したことも大きな成果である。次に、考古学と民族学の両面からの資料の解明
を試みただけでなく、現地語を使用しての聞き取り調査の結果をまとめ、マヤ文化が女性の機織と衣
服にある、という見解を見出した点が新たな知見であると考えた。 
したがって本研究が、従来の研究に新たな一面を加えて進展させたものとして、博士（学術）の授
与に値すると審査委員全員が判断したことを報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
